
　
「
停
滞
」
今
の
日
本
を
象
徴
す
る

言
葉
で
あ
ろ
う
。
政
治
家
は
議
席
の

数
合
わ
せ
に
奔
走
し
、
誰
も
本
気
で

日
本
の
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
い

（
よ
う
に
見
え
る
）
。
金
融
機
関
は
今

だ
に
不
良
債
権
処
理
に
追
わ
れ
、
経

済
状
況
は
好
転
す
る
ど
こ
ろ
か
ま
す

ま
す
悪
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
代
に
私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
も

の
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と
は
何
か
。

　
横
浜
市
の
発
行
し
て
い
る
地
方
分

権
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
「
横
浜
に
は
横

浜
の
未
来
が
あ
る
の
で
す
」
と
い
う

く
だ
り
が
あ
る
。
そ
う
、
私
た
ち
の

役
割
の
一
つ
は
「
未
来
」
を
創
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
た
め

に
何
か
課
題
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
意
思
の
統
一
―
こ
れ
は
「
テ
ー
マ
」

「
コ
ン
セ
プ
ト
」
「
戦
略
」
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
る

べ
き
姿
を
設
定
し
、
一
人
一
人
が
こ

れ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
。
「
目

標
な
ら
『
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ

ン
』
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、

「
都
市
を
整
備
す
る
」
の
で
は
な
く
、

「
組
織
が
自
己
改
革
、
進
化
し
て
い

く
」
と
い
う
意
味
で
の
目
標
で
あ
る
。

考
え
方
、
行
動
の
拠
り
所
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
情
報
の
共
有
化
―
「
横
の
連
携
の

強
化
」
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

内
容
の
似
た
事
業
を
異
な
る
部
署
で

実
施
し
て
い
た
が
、
担
当
者
同
士
は

そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
特

定
の
部
署
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
減
ら
す
」
作
業
も
必
要
だ
。

　
明
快
な
組
織
構
造
―
私
か
携
わ
っ

て
い
る
仕
事
の
中
に
も
、
三
つ
の
部

署
（
団
体
）
が
分
担
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
。
「
こ
ち
ら
が
担
当
だ
と
聞

い
た
の
に
、
ど
う
し
て
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
か
」
と
言
わ
れ
る
と
「
す
い

ま
せ
ん
、
私
も
ど
う
し
て
こ
う
な
の

か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
」
と
答
え
た

く
な
る
。
住
民
か
ら
見
れ
ば
、
役
所

の
組
織
は
わ
か
り
に
く
い
。
「
情
報

の
共
有
化
、
横
の
連
携
の
強
化
」
に

よ
り
改
善
で
き
る
は
ず
だ
。

　
人
事
制
度
の
改
善
―
例
え
ば
「
異

動
が
年
に
一
度
で
年
度
途
中
の
欠
員

は
補
充
さ
れ
な
い
」
「
『
公
平
』
な
評

価
に
よ
る
労
働
意
欲
の
増
進
が
必
要
」

等
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

「
企
業
は
人
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

自
治
体
も
職
員
と
い
う
個
人
の
総
体

で
あ
る
。
一
人
一
人
に
か
か
っ
て
い

る
の
だ
。

　
お
金
―
「
コ
ス
ト
意
識
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
単
な
る
節

約
で
は
な
く
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
お

金
を
使
い
、
不
必
要
な
お
金
を
使
わ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
番
い
い
方
法

は
「
予
算
使
い
切
り
」
を
や
め
る
こ

と
だ
。
現
制
度
で
は
無
駄
が
多
い
の

は
誰
も
が
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
将

来
的
に
は
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
度
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計

算
書
、
さ
ら
に
外
郭
団
体
も
あ
わ
せ

た
連
結
決
算
を
見
て
み
た
い
。

　
「
行
政
は
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
」

と
新
採
用
研
修
の
時
に
聞
い
た
。
こ

の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
「
横
浜

の
未
来
」
を
創
り
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
何
か

必
要
な
の
か
、
一
人
一
人
が
考
え
て

行
動
す
る
と
き
が
来
て
い
る
。

あ
と
が
き

　
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
の
瞬
間
、
街

が
揺
れ
た
と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。
あ
の
熱
狂
が
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
「
街
の
活
力
」
は
理
論
か

ら
は
生
ま
れ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
理
屈
抜
き
で
ワ
ク
ワ
ク
で

き
る
何
か
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
は
元
気
に
生
き
て
い
け
る
。

　
そ
う
、
「
街
の
活
力
」
の
本
質
は

案
外
単
純
な
こ
と
な
の
だ
。

　
今
回
の
特
集
テ
ー
マ
「
創
造
的
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道
」
の
編

集
過
程
で
の
多
く
の
出
会
い
も
ワ
ク

ワ
ク
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
限
り
な
い
行
動
力
と
緻
密
な
戦
略
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
裏
付
け
る
た
め
に

積
み
重
ね
ら
れ
る
研
究
。
実
践
者
の

み
が
語
れ
る
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の

神
髄
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　
な
に
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も

の
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
、

そ
の
存
在
自
体
が
理
屈
抜
き
で
お
も

し
ろ
い
。

　
「
ま
ず
は
行
動
し
、
横
浜
を
お
も

し
ろ
い
街
に
し
よ
う
よ
」
と
い
う
有

形
無
形
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
両
手
に
抱

え
き
れ
な
い
位
い
た
だ
い
た
気
が
す

る
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
が
実
践
の
中
で
体

得
し
た
「
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

都
市
」
の
本
質
を
、
読
者
の
み
な
さ

ん
に
生
き
た
言
葉
で
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
本
号
で
は
あ
え

て
従
来
の
調
査
季
報
と
は
構
成
・
文

体
等
を
異
に
す
る
も
の
を
数
多
く
取

り
入
れ
た
。
溢
れ
ん
ば
か
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
五
感
で
受
け
と
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
今
年
も
間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
新
年
と
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
新
世
紀
を
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
迎
え
る
た
め
に
も
、
横
浜
を
元
気

で
思
わ
ず
行
っ
て
み
た
く
な
る
街
に

す
る
た
め
に
も
、
行
政
職
員
よ
、
ま

ず
は
書
を
捨
て
街
に
出
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
内
）

意
見
を
発
表
し
討
論
す
る
行
政
研

究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
」

へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
研

究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以
内
に

ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部
調
査
課

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
―
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
―
二
〇
二
九
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●
第
1
3
3
号
<
一
九
九
八
年
三
月
>

特
集
・
転
換
期
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム

座
談
会
・
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
展
望
　
実
践
か
ら
の
発
想

　
　
　
　
―
海
老
澤
栄
一
・
荻
島
尚
之
・
鈴
木
　
隆

　
　
　
　
　
　
徳
江
雅
彦
・
名
和
田
是
彦
・
林
　
泰
義
・
南
　
学

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
行
政
と
は
何
か
　
市
民
セ
ク
タ
ー
と
自
治

体
行
政
の
新
し
い
関
わ
り
を
考
え
る
　
―
山
岡
義
典

地
域
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
と
区
行
政
の
課
題

①
局
と
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
踏
ま
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
前
川
　
慎

②
市
民
参
加
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
修

区
役
所
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政
　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
機
能

の
あ
り
方

　
―
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
行
政
と
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

分
権
型
予
算
執
行
の
し
く
み
　
地
域
の
個
性
を
活
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
花
正
人

●
第
1
3
4
号
<
一
九
九
八
年
六
月
>

特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方

座
談
会
・
成
熟
社
会
の
地
域
開
発

　
　
　
　
―
大
村
謙
二
郎
・
岸
　
由
二
・
澤
田
誠
二

　
　
　
　
　
　
竹
内
佐
和
子
・
北
村
圭
一
・
土
井
一
成
・
南
　
学

新
し
い
地
域
開
発
を
考
え
る
際
の
視
点
と
注
意
す
べ
き
諸
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
潤
二
郎

事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題

①
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
運

営
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
松
　
栄

②
流
域
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
―
マ
九
ン
ー
川
流
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
第
1
3
5
号
<
一
九
九
八
年
九
月
>

特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備

Ⅰ
世
界
に
開
か
れ
た
海
上
産
業
都
市
づ
く
り

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
産
業
活
性
化
は
福
祉
基
盤
を
支
え
る
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
秀
秀
信

座
談
会
・
京
浜
臨
海
部
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
―
小
島
謙
一
・
岩
宮
　
浩
・
内
藤
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
近
忠
彦
・
横
山
　
悠
・
南
　
学

京
浜
臨
海
部
と
浅
野
総
一
郎
　
先
人
た
ち
の
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
秀
紀

産
業
集
積
と
活
性
化
戦
略

①
日
本
技
術
を
支
え
る
産
業
集
積
と
活
性
化
　
拠
点
的
母
工
場
と

し
て
の
取
り
組
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
木
孝
之

②
京
浜
臨
海
部
の
現
況
デ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
孝
一

2
1
世
紀
の
新
産
業
の
創
出

①
横
浜
に
お
け
る
地
域
科
学
技
術
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
治
・
塩
田
　
進

②
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
の
あ
り
方
　
―
星
野
　
敏

Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践

京
浜
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
　
　
　
　
　
　
土
井
一
成

地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
　
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
健
一
・
前
川
　
稔
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
金
井
健
至
・
山
形
珠
実

産
学
連
携
を
中
心
と
す
る
研
究
開
発
拠
点
の
実
現

　
　
　
　
　
　
　
―
金
子
延
康
・
山
田
孝
一
・
菅
原
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
政
男
・
関
戸
義
仁

市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部

①
鶴
見
区
に
お
け
る
臨
海
部
の
現
状
と
課
題
　
―
橋
本
　
勝

②
神
奈
川
区
臨
海
部
の
特
色
と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

松
山
弘
子

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
地
方
分
権
の
憲
法
上
の
課
題
に
つ
い
て

水
道
行
政
を
モ
デ
ル
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
有
里

新
鮮
力
／
す
べ
て
は
制
度
を
「
知
る
」
こ
と
か
ら
　
―
楢
崎
和
雄

と
鶴
見
川
の
流
域
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
浩
一

③
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
環
境
保
全
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
の

現
状
と
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
杉
原
五
郎

成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
―
横
浜
市
の
課

題
か
ら
―

①
平
成
九
年
度
政
策
立
案
基
礎
調
査
「
成
熟
社
会
の
新
し
い
地
域

開
発
」
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

住
民
発
意
の
対
応
と
そ
の
し
く
み

①
神
戸
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
し
く
み
　
　
　
　
　
　
濱
田
有
司

②
震
災
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
生
ん
だ
三
つ
の
し
く
み
　
―
小
林
郁
雄

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト

①
協
働
に
よ
る
（
福
祉
の
）
ま
ち
づ
く
り
　
条
例
制
定
の
中
で
見

え
て
き
た
こ
と

　
　
―
庁
内
連
携
に
よ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
グ
ル
ー
プ

②
多
職
種
に
よ
る
居
住
環
境
の
改
善
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
―
―
神
奈
川
区
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

調
査
＆
政
策
研
究
／
市
民
が
抱
く
横
浜
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
　
横
浜

市
民
意
識
調
査
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
昌
幸

連
載
／
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活
動
に
学
ぶ
②
　
招
致
活
動
に
寄
せ

ら
れ
た
市
民
の
声
　
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
和
敏

新
鮮
力
／
都
市
（
み
や
こ
い
ち
）
　
―
―
原
田
直
生

②
鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
の
変
遷
と
現
況
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設
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環
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の
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全
・
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造
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業
活
性
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策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
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谷
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政
男

⑤
成
熟
社
会
の
農
的
市
民
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
成
卓
史

⑥
地
域
生
活
圏
と
そ
の
住
民
像
に
即
し
た
施
策
立
案
の
た
め
に
―

区
に
お
け
る
地
域
調
査
の
あ
り
方
を
考
え
る
　
―
松
岡
文
和

⑦
横
浜
「
丘
の
手
」
に
お
け
る
住
民
か
ら
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
展

望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
富
洋
一
郎

調
査
＆
政
策
研
究
／
平
成
九
年
度
横
浜
市
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
石
原
雅
久

新
鮮
力
／
市
民
に
鍛
え
ら
れ
る
日
々
　
　
　
　
　
　
　
田
並
　
静
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